
(57)【要約】

【課題】　子供のわくわくするような興奮、楽しみ、及

び玩具に関する興味を向上させるための多機能及び異な

る用途を有する玩具を提供すること。

【解決手段】　変形可能な玩具は、第１可動部材、第２

可動部材、および間に位置し、かつ第１及び第２部材に

連結された連結器を含む。連結器は、第１及び第２可動

部材を閉位置まで互いに近づくように及び実質的な開位

置まで互いに遠ざかるように独立して移動すなわち回動

させることを可能にするように構成される。第１及び第

２可動部材は少なくとも１つのリビーラーを含む。リビ

ーラーは、第１及び第２可動部材の１つに可動に連結さ

れ、かつ第１及び第２可動部材が開位置にある時に少な

くとも１つの表面を顕示するために可動である。一実施

形態では、玩具は、閉位置では球を、開位置では小像を

構成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 に 隣 接 し て 位 置 し 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 に ヒ ン ジ 式 に 連 結 さ れ た 第 ２ 可
動 部 材 で あ っ て 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 開 位 置 ま で 互 い に 遠 ざ か る よ
う に 移 動 さ れ る か 、 あ る い は 閉 位 置 ま で 互 い に 近 づ く よ う に 移 動 さ れ る 、 前 記 第 ２ 可 動 部
材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ の 表 面 に 連 結 さ れ た 表 示 部 材
で あ っ て 、 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 開 位 置 に
あ る 時 に 解 放 さ れ る 、 前 記 表 示 部 材 と 、 を 備 え る 玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 位 置 す る 連 結 器 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 は 前 記 連 結 器 の 一 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 可 動 部 材 は 前 記 連 結 器 の 反 対 側 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 玩
具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 可 動 に 連
結 さ れ た リ ビ ー ラ ー を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ビ ー ラ ー は 頭 部 を 構 成 し 、 か つ 前 記 頭 部 の 表 面 は 正 面 を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の
玩 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 回 転 可 能
に 連 結 さ れ た 複 数 の リ ビ ー ラ ー を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 リ ビ ー ラ ー の 各 々 は 自 身 上 に 形 成 さ れ た 画 像 を 具 備 す る 少 な く と も １ つ の 表 面 を 含
む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 半 円 筒 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ た 錠 を 含 み 、
　 前 記 錠 は 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 解 放 可 能 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 立 方 体 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 １ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 に 隣 接 し て 位 置 し 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 に ヒ ン ジ 式 に 連 結 さ れ た 第 ２ 可
動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 開 位 置 ま で 互 い に 遠 ざ か る よ う に 移 動 さ せ る
か 、 あ る い は 閉 位 置 ま で 互 い に 近 づ く よ う に 移 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る 、 前 記 第 １ 可 動
部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 位 置 す る 移 動 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ の 表 面 に 連 結 さ れ た 表 示 部 材
で あ っ て 、 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 開 位 置 に
あ る 時 に 顕 示 さ れ る 、 前 記 表 示 部 材 と 、 を 備 え る 玩 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 移 動 手 段 は 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 位 置 す る 連 結 器 を 含 み
、
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　 前 記 第 １ 可 動 部 材 は 前 記 連 結 器 の 一 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 可 動 部 材 は 前 記 連 結 器 の 反 対 側 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の
玩 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 可 動 に 連
結 さ れ る リ ビ ー ラ ー を 含 む 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 リ ビ ー ラ ー は 頭 部 を 構 成 し 、 か つ 前 記 頭 部 の 表 面 は 正 面 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 回 転 可 能
に 連 結 さ れ た 複 数 の リ ビ ー ラ ー を 含 む 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 リ ビ ー ラ ー の 各 々 は 自 身 上 に 形 成 さ れ た 画 像 を 具 備 す る 少 な く と も １ つ の 表 面 を 含
む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 半 円 筒 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ た 錠 を 含 み 、
　 前 記 錠 は 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 共 に 解 放 可 能 に 固 定 す る よ う に 構 成
さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 立 方 体 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 第 １ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 に 隣 接 し て 位 置 す る 第 ２ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 位 置 す る 連 結 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ 可 動
部 材 は 前 記 連 結 器 の 一 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 ２ 可 動 部 材 は 前 記 連 結 器 の 反 対 側 端
部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 開 位 置 ま で 互 い に 遠 ざ か
る よ う に 移 動 さ せ る か 、 あ る い は 閉 位 置 ま で 互 い に 近 づ く よ う に 移 動 さ せ る 、 前 記 連 結 器
と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 可 動 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １
可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 開 位 置 に あ る 時 に 、 自 身 の 少 な く と も １ つ の 表 面 を
顕 示 す る よ う に 移 動 さ れ る リ ビ ー ラ ー と 、 を 備 え る 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 半 円 筒 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
１ ９ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 リ ビ ー ラ ー は 頭 部 を 構 成 し 、 か つ 前 記 頭 部 の 表 面 は 正 面 を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載
の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 複 数
の リ ビ ー ラ ー を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 リ ビ ー ラ ー の 各 々 は 自 身 上 に 形 成 さ れ た 画 像 を 具 備 す る 少 な く と も １ つ の 表 面 を 含
む 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ た 錠 を 含 み 、
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　 前 記 錠 は 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 共 に 解 放 可 能 に 固 定 す る よ う に 構 成
さ れ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 立 方 体 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
１ ９ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 第 １ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 に 隣 接 し て 位 置 す る 第 ２ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 開 位 置 ま で 互 い に 遠 ざ か る よ う に 移 動 さ せ る
か 、 あ る い は 閉 位 置 ま で 互 い に 近 づ く よ う に 移 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る 、 前 記 第 １ 可 動
部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 位 置 す る 移 動 手 段 と 、
　 少 な く と も １ つ の 画 像 を 顕 示 し 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も
１ つ に 連 結 さ れ 、 前 記 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 開 位 置 に あ る 時 に 少
な く と も １ つ の 画 像 を 顕 示 す る 顕 示 手 段 と 、 を 備 え る 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 半 円 筒 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
２ ６ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ た 複 数 の リ ビ ー ラ
ー を 含 む 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 複 数 の 前 記 各 リ ビ ー ラ ー は 自 身 上 に 形 成 さ れ た 画 像 を 具 備 す る 少 な く と も １ つ の 表 面 を
含 む 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 閉 位 置 に あ る 時 に 、 該 第 １ 可 動 部 材 及 び
該 第 ２ 可 動 部 材 を 共 に 解 放 可 能 に 固 定 す る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 第 １ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 に 隣 接 し て 位 置 す る 第 ２ 可 動 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 位 置 す る 連 結 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ 可 動
部 材 は 前 記 連 結 器 の 一 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 ２ 可 動 部 材 は 前 記 連 結 器 の 反 対 側 端
部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 開 位 置 ま で 互 い に 遠 ざ か
る よ う に 移 動 さ せ る か 、 あ る い は 閉 位 置 ま で 互 い に 近 づ く よ う に 移 動 さ せ る 、 前 記 連 結 器
と 、
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 に 可 動 に 連 結 さ れ た 頭 部 と 、
　 前 記 頭 部 に 隣 接 し て 位 置 し 、 か つ 前 記 第 １ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 装 着 さ れ る 本 体 と 、
　 前 記 本 体 の 反 対 側 に 位 置 し 、 か つ 該 本 体 に 可 動 に 連 結 さ れ た 少 な く と も １ つ の 腕 と 、
　 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 連 結 さ れ た 支 持 部 と 、
　 前 記 支 持 部 に 隣 接 し て 位 置 し 、 か つ 前 記 第 ２ 可 動 部 材 に 可 動 に 連 結 さ れ た 基 体 で あ っ て
、 前 記 頭 部 、 前 記 腕 、 及 び 前 記 基 体 は 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 開
位 置 に あ る 時 に 後 退 位 置 か ら 顕 示 位 置 ま で 独 立 し て 可 動 で あ り 、 及 び 、 前 記 頭 部 、 前 記 腕
、 及 び 前 記 基 体 は 、 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 閉 位 置 に あ る 時 に 前 記
顕 示 位 置 か ら 前 記 後 退 位 置 ま で 独 立 し て 可 動 で あ る 、 前 記 基 体 と 、 を 備 え る 玩 具 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 半 円 筒 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
３ １ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 頭 部 の 少 な く と も １ つ の 表 面 は 正 面 を 含 む 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ た 錠 を 含 み 、
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　 前 記 錠 は 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 を 共 に 解 放 可 能 に 固 定 す る よ う に 構 成
さ れ る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 第 １ 可 動 部 材 及 び 前 記 第 ２ 可 動 部 材 の 各 々 は 全 体 的 に 立 方 体 形 状 を 有 す る 、 請 求 項
３ １ に 記 載 の 玩 具 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 基 体 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 前 記 閉 位 置 に あ る 時 に 前 記 頭 部 に 噛 み 合 い 係
合 す る よ う に 形 成 さ れ た 受 け 口 を 含 む 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 玩 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 全 体 的 に 玩 具 に 関 し 、 小 像 を 顕 示 さ せ る か 隠 す た め に 、 互 い に 近 づ く よ う に
回 動 す る か 、 あ る い は 互 い に 遠 ざ か る よ う に 回 動 す る 、 対 向 可 能 な 可 動 部 材 を 含 む 変 形 可
能 な 玩 具 に 特 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 玩 具 は 子 供 に わ く わ く す る よ う な 興 奮 と 楽 し み を 与 え る 。 玩 具 は 、 幾 つ か の 異 な る 寸 法
、 形 状 、 形 状 構 成 が あ り 、 か つ 様 々 な 機 能 を す る 。 幾 つ か の 玩 具 は 限 ら れ た 数 の 機 能 を 有
す る 。 限 ら れ た 数 の 機 能 又 は 用 途 を 有 す る 玩 具 は 、 子 供 の 興 味 を 直 ぐ に 失 う 傾 向 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 子 供 の わ く わ く す る よ う な 興 奮 、 楽 し み 、 及 び 玩 具 に 関 す る 興 味 を 向 上 さ せ る
べ く 、 多 機 能 及 び 異 な る 用 途 を 有 す る 玩 具 に 対 す る 要 求 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 変 形 す る 玩 具 は 第 １ 可 動 部 材 と 第 ２ 可 動 部 材 を 含 む 。 第 １ 可 動 部 材 は
半 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 小 像 の 頂 部 部 分 を 含 む 。 特 に 、 第 １ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 は 、 本
体 と 、 前 記 本 体 の 頂 部 に 隣 接 し て 位 置 づ け ら れ 且 つ 可 動 に 連 結 さ れ た 第 １ 顕 示 部 材 (revea
l member)で あ る 第 １ リ ビ ー ラ ー (revealer)と 、 前 記 本 体 の 各 側 に 可 動 に 連 結 さ れ た 一 対
の 第 ２ リ ビ ー ラ ー と 、 を 含 む 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ リ ビ ー ラ ー は 正 面 (face)を 具 備 す る
頭 部 と な る よ う に 形 状 構 成 さ れ 、 か つ 第 ２ リ ビ ー ラ ー は 各 々 が 腕 と な る よ う に 形 状 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 可 動 部 材 は 半 円 筒 形 状 を 有 し 、 か つ 小 像 の 下 側 部 分 を 含 む 。 第 ２
可 動 部 材 の 寸 法 及 び 形 状 は 、 第 １ 可 動 部 材 の 寸 法 及 び 形 状 に 相 当 す る 。 第 ２ 可 動 部 材 は 支
持 部 と 、 前 記 支 持 部 に 可 動 に 連 結 さ れ た 第 ３ 顕 示 部 材 で あ る 第 ３ リ ビ ー ラ ー を 含 む 。 こ の
実 施 形 態 で は 、 支 持 部 は １ 対 の 脚 と な る よ う に 形 状 構 成 さ れ 、 か つ 第 ３ リ ビ ー ラ ー は 一 対
の 脚 と な る よ う に 形 状 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 は 、 各 々 が 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 間 に 位 置 づ
け ら れ た 連 結 器 で あ る ヒ ン ジ に 可 動 に 連 結 さ れ る 。 第 １ 可 動 部 材 は 連 結 器 の 一 端 部 に 連 結
さ れ る 。 第 ２ 可 動 部 材 は 、 連 結 器 の 異 な る 対 向 す る 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ る 。 連 結 器 は 、
第 １ 及 び 第 ２ 部 材 が 実 質 的 に 互 い に 隣 接 す る か 、 あ る い は 閉 鎖 位 置 に く る ま で 、 該 第 １ 及
び 第 ２ 部 材 が 互 い に 対 向 す る よ う に 独 立 し て 移 動 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る
。 連 結 器 は 、 第 １ 及 び 第 ２ 部 材 が 実 質 的 な 開 位 置 に く る ま で 、 該 第 １ 及 び 第 ２ 部 材 が 互 い
に 遠 ざ か る よ う に 移 動 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 変 形 可 能 な 玩 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 結 合 さ れ た 小 像 を 顕 示
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さ せ る か 又 は 隠 す た め に 、 子 供 達 が 第 １ 及 び 第 ２ 部 材 が 互 い に 近 づ く よ う に 移 動 さ せ る か
、 あ る い は こ れ ら の 部 材 が 互 い に 遠 ざ か る よ う う に 移 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 変 形 す る 玩 具 が 閉 位 置 に あ る 場 合 、 変 形 す る 玩 具 は 玩 具 ボ ー ル の よ う に 回 転 し 得 る か 、
投 げ 得 る か 、 あ る い は 弾 み 得 る 。 玩 具 を 小 像 に 変 形 す る た め に 、 使 用 者 は 第 １ 及 び 第 ２ 可
動 部 材 を 開 い て 分 離 し 、 か つ 該 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 互 い に 遠 ざ か る よ う に 移 動 さ せ る
。 そ の 後 、 使 用 者 は 第 １ リ ビ ー ラ ー で あ る 頭 部 を 移 動 す な わ ち 回 転 さ せ て 正 面 を 有 す る 該
頭 部 を 顕 示 さ せ る 。 そ の 後 、 使 用 者 は 第 ２ リ ビ ー ラ ー で あ る 腕 が 本 体 か ら 離 れ る よ う に 移
動 す な わ ち 回 転 さ せ て 小 像 の 腕 を 顕 示 さ せ る 。 次 い で 、 使 用 者 は 第 ３ 可 動 部 材 で あ る 小 像
の 脚 が 支 持 部 か ら 離 れ る よ う に 、 支 持 部 に 対 し て 実 質 的 に 鉛 直 な 、 長 手 方 向 に 直 角 な 横 方
向 ま で 下 向 き に 移 動 す な わ ち 回 転 さ せ る 。 開 位 置 で は 、 こ う し た 子 供 の 使 用 者 は 、 変 形 可
能 な 玩 具 を 可 動 小 像 、 表 示 器 、 あ る い は 何 れ か 他 の 適 切 な 機 能 に 従 っ て 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 変 形 す る 玩 具 は 玩 具 内 部 に 顕 示 又 は 隠 し 得 る 小 像 を 含 む が 、 変 形 す
る 玩 具 は 何 れ か の 適 切 な 小 像 、 特 徴 、 形 状 、 画 像 、 あ る い は 形 状 構 成 を 含 み 得 る こ と を 認
識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 は 全 体 的 に 正 方 形 状 を し て お り 、 か つ 互 い に
向 き 合 う よ う に 近 づ い て 実 質 的 な 閉 鎖 位 置 で 立 方 体 を 構 成 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 は
何 れ か 適 切 な 寸 法 又 は 形 状 と し 得 る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 異 な る 玩 具 に 変 形 す る 、 変 形 可 能 な 玩 具 を 提 供 す る こ と は 、 本 発 明 の 利 点 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 異 な る 機 能 を 有 す る 、 異 な る 玩 具 に 変 形 す る 、 変 形 可 能 な 玩 具 を 提 供 す る こ と は 本 発 明
の 別 の 利 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 追 加 機 構 及 び 利 点 は 以 下 の 本 発 明 の 詳 細 な 説 明 に 記 載 さ れ 、 か つ 該 詳 細 な 説 明
か ら 明 ら か と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 玩 具 に 関 し 、 特 に 、 小 像 を 顕 示 及 び 隠 す た め に 開 閉 す る よ う に 構
成 さ れ た 変 形 可 能 な 玩 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 図 １ ～ ４ を 参 照 す る と 、 一 実 施 形 態 で は 、 変 形 可 能 な 玩 具 １ ０ は 第 １ 可 動 部 材
１ ２ 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ 、 お よ び 、 第 １ 可 動 部 材 と 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 連 結 さ れ た 連 結 器
で あ る ヒ ン ジ ２ ０ を 含 む 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 可 動 部 材 及 び 第 ２ 可 動 部 材 は 対 応 す る 半
円 形 形 状 を 有 す る 。 第 １ 可 動 部 材 は 、 連 結 器 ２ ０ 一 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、 か つ 連 結 器 の
端 部 を 貫 通 し て 延 在 す る 水 平 軸 線 の 周 り に 動 い て 回 動 す な わ ち 回 転 す る 。 同 様 に 、 第 ２ 可
動 部 材 １ ４ は 、 連 結 器 ２ ０ の 反 対 側 端 部 に 可 動 に 連 結 さ れ 、 か つ 連 結 器 の 端 部 を 貫 通 し て
延 在 す る 水 平 軸 線 の 周 り に 動 い て 回 動 す な わ ち 回 転 す る 。 第 １ 可 動 部 材 １ ２ 及 び 第 ２ 可 動
部 材 １ ４ は 、 こ れ ら 第 １ 可 動 部 材 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 互 い に 実 質 的 に 隣 接 す る か 、 あ る い
は 図 ４ に 図 示 す る よ う に 閉 位 置 に く る ま で 互 い に 対 向 す る よ う に 移 動 す る こ と が で き る 。
第 １ 可 動 部 材 １ ２ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ は 、 図 １ に 図 示 す る よ う な 開 位 置 に く る ま で 互 い
に 離 れ て 移 動 す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 可 動 部 材 １ ２ 及 び 第 ２ 可 動 部 材
１ ４ は 、 半 円 筒 形 状 を 有 し 、 か つ 同 じ 寸 法 を し て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 は 同 じ 形 状
、 異 な る 形 状 、 あ る い は 任 意 の 適 切 な 形 状 を 有 し 得 る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。 第 １ 及 び
第 ２ 可 動 部 材 が 同 じ 寸 法 、 異 な る 寸 法 、 あ る い は 任 意 の 適 切 な 寸 法 と し 得 る こ と も 認 識 す
べ き で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 連 結 器 で あ る ヒ ン ジ は 、 第 １ 可 動 部 材 及 び 第 ２ 可 動 部 材
の 端 部 に 一 体 形 成 さ れ 、 か つ 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 、 上 述 し た よ う に 、 互 い に 対 向 す る
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よ う に 及 び 互 い に 遠 ざ か る よ う に 回 動 す な わ ち 移 動 す る こ と を 可 能 に す る 。 ま た 別 の 実 施
形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 は こ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 互 い に 対 向 す る よ う に
及 び 互 い に 遠 ざ か る よ う に 回 動 す な わ ち 移 動 す る こ と を 可 能 に す る た め に ヒ ン ジ 式 に 結 合
さ れ る
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 表 示 部 材 １ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 １ ２ 及 び １ ４ の 少
な く と も １ つ の 内 側 表 面 に 結 合 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 表 示 部 材 １ ３ は 図 又 は 小 像 で
あ る 。 表 示 部 材 が 、 図 、 物 体 、 文 字 、 画 像 、 動 物 、 形 状 又 は 何 れ か 他 の 適 切 な 形 状 構 成 、
あ る い は 物 体 と し 得 る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 表 示 部 材 １ ３ は 図 又
は 小 像 で あ り 、 か つ 図 の 頭 部 と し て 形 成 さ れ た 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ と 、 第 １ リ ビ ー ラ ー １
６ に 隣 接 し て 位 置 す る 本 体 １ ８ と 、 本 体 １ ８ の 互 い に 反 対 側 に 可 動 に 連 結 さ れ た 腕 形 態 の
一 対 の 第 ２ リ ビ ー ラ ー ２ ４ と 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 の 間 に 連 結 さ れ た 連 結 器 ２ ０ と 、 連
結 器 に 隣 接 し て 位 置 す る 支 持 部 ２ ２ と 、 支 持 部 ２ ２ に 隣 接 し て 位 置 し 、 か つ 第 ２ 可 動 部 材
に 可 動 に 連 結 さ れ た 第 ３ リ ビ ー ラ ー ２ ６ と 、 を 含 む 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 連 結 器 ２ ０ は 、
第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 の 外 面 に 取 り 付 け ら れ る 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 表 示 部
材 １ ３ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 連 結 さ れ た 図 又 は 物 体 の 一 部 と し て の 連 結
器 を 含 ま な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 可 動 部 材 １ ２ は 、 図 １ に 図 示 す る よ う な 中 空 内 部 部 分 を 具 備 す る
半 円 筒 形 状 を し て い る 。 本 体 部 材 で あ る 本 体 １ ８ は 、 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 内 側 表 面 に 結 合
さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 本 体 １ ８ は 、 適 切 な 接 着 剤 又 は 他 の 適 切 な 接 着 方 法 を 使 用 し て
、 第 １ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 固 定 結 合 さ れ た 個 別 部 品 で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 本 体 １
８ は 、 第 １ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 一 体 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 顕 示 部 材 で あ る 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ は 本 体 １ ８ の 頂 部 に 隣 接 し て
位 置 し 、 か つ 第 １ 可 動 部 材 １ ２ に 可 動 に 連 結 さ れ る 。 第 １ リ ビ ー ラ ー は 、 第 １ リ ビ ー ラ ー
１ ６ の 各 側 か ら 延 在 す る 回 動 部 材 で あ る 回 動 ピ ン １ ７ を 含 む 。 回 動 ピ ン １ ７ の 各 端 部 は 、
第 １ 可 動 部 材 １ ２ に 可 動 に 連 結 さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 回 動 ピ ン は 第 １ リ ビ ー ラ ー に 取
り 付 け ら れ た 別 個 の 構 成 要 素 で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 回 動 ピ ン １ ７ は 、 第 １ リ ビ ー ラ
ー と 一 体 成 形 さ れ る 。 回 動 ピ ン １ ７ は 、 第 １ リ ビ ー ラ ー が 、 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 一 端 部 を
全 体 的 に 貫 通 し て 延 在 す る 水 平 軸 線 の 周 り で 移 動 、 回 動 又 は 回 転 す る こ と を 可 能 に す る よ
う に 構 成 さ れ る 。 特 に 、 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ は 図 ３ に 示 す 、 隠 さ れ た 位 置 か ら 図 １ に 示 す
、 顕 示 位 置 ま で 移 動 可 能 す な わ ち 回 転 可 能 で あ る 。 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ は 隠 さ れ た 位 置 か
ら 顕 示 位 置 ま で 及 び 顕 示 位 置 か ら 隠 さ れ た 位 置 ま で 移 動 し 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ リ ビ ー ラ ー 、 図 １ に 示 す よ う な 正 面 (face)す な わ ち 顔 の よ う な 画
像 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 表 面 を 含 む 。 第 １ リ ビ ー ラ ー が 、 図 ３ に 示 す よ う な 隠 さ れ た
位 置 に あ る 時 、 画 像 は 隠 さ れ る か 又 は 覆 い 隠 さ れ る 。 第 １ リ ビ ー ラ ー が 図 １ に 示 す よ う な
顕 示 位 置 ま で 移 動 す る 時 、 顔 は 、 こ の 時 、 顕 示 さ れ 、 露 出 さ れ る か 、 あ る い は 視 認 し 得 る
。 変 形 可 能 な 玩 具 の 各 々 が 同 一 の 画 像 又 は 顔 。 少 な く と も １ つ の 異 な る 画 像 又 は 顔 、 あ る
い は 複 数 の 異 な る 画 像 又 は 顔 を 含 み 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ の
１ つ 以 上 の 表 面 が こ う し た 顔 の 画 像 を 含 み 得 る こ と も 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ 顕 示 部 材 で あ る 第 ２ リ ビ ー ラ ー 、 お よ び 好 ま し
く は ２ つ の 第 ２ リ ビ ー ラ ー ２ ４ が 本 体 １ ８ に 可 動 に 連 結 さ れ る 。 図 示 し た 実 施 形 態 で は 、
第 ２ リ ビ ー ラ ー ２ ４ は 小 像 の 腕 と し て 構 成 さ れ る 。 第 ２ リ ビ ー ラ ー ２ ４ は 何 れ か の 適 切 な
寸 法 又 は 形 状 と し 得 る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。 第 ２ リ ビ ー ラ ー ２ ４ は 、 本 体 １ ８ の 反 対
側 に 可 動 す な わ ち 回 転 可 能 に 連 結 さ れ る 。 第 ２ リ ビ ー ラ ー は 本 体 の 何 れ か 適 切 な 側 に 連 結
し 得 る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。 回 動 ピ ン の よ う な コ ネ ク タ ー （ 図 示 せ ず ） が 第 ２ リ ビ ー
ラ ー ２ ４ 及 び 本 体 １ ８ の 各 々 に 連 結 さ れ 、 第 ２ リ ビ ー ラ ー を 本 体 に 対 し て 移 動 す な わ ち 回

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-26384 A 2006.2.2



転 可 能 に し て い る 。 第 ２ リ ビ ー ラ ー ２ ４ は 、 図 ３ に 示 す よ う な 後 退 位 置 か ら 、 図 １ に 示 す
よ う な 延 長 さ れ た か 又 は 後 退 さ れ て い な い 位 置 ま で 移 動 す る 。 第 ２ リ ビ ー ラ ー は 、 後 退 位
置 か ら 延 長 位 置 ま で 及 び 延 長 位 置 か ら 後 退 位 置 ま で 移 動 し 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 体 １ ８ 、 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ （ す な わ ち 、 小 像 の 頭 部 ） 、 及 び 第 ２ リ ビ ー ラ ー ２ ４ （
す な わ ち 、 小 像 の 腕 ） は 協 働 又 は 共 同 し て 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 内 側 表 面 に 連 結 さ れ た 小 像
の 上 側 部 分 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ は 、 図 １ に 図 示 す る よ う な 中 空 内 部 部 分 を 具 備 す る
半 円 筒 形 状 を し て い る 。 支 持 部 材 で あ る 支 持 部 ２ ２ は 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ の 内 側 表 面 に 連
結 さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 支 持 部 ２ ２ は 、 適 切 な 接 着 剤 又 は 他 の 適 切 な 取 付 方 法 を 使 用
し て 、 第 １ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 固 定 連 結 さ れ た 別 個 の 部 材 で あ る 構 成 要 素 で あ る 。 別 の
実 施 形 態 で は 、 支 持 部 ２ ２ は 、 第 ２ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 と 一 体 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 顕 示 部 材 で あ る 第 ３ リ ビ ー ラ ２ ６ は 支 持 部 ２ ２ の 底 部 に 隣 接 し て
位 置 し 、 か つ 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ に 可 動 に 連 結 さ れ る 。 第 ３ リ ビ ー ラ ー は 、 第 ３ リ ビ ー ラ ー
２ ６ の 各 側 か ら 延 在 す る 回 動 部 材 で あ る 回 動 ピ ン ２ ７ を 含 む 。 回 動 ピ ン ２ ７ の 各 端 部 は 第
２ 可 動 部 材 １ ４ に 可 動 に 連 結 さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 回 動 ピ ン ２ ７ は 第 ３ リ ビ ー ラ ー に
取 り 付 け ら れ る 別 個 の 構 成 要 素 で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 回 動 ピ ン ２ ７ は 、 第 ３ リ ビ ー
ラ ー と 一 体 成 形 さ れ る 。 回 動 ピ ン ２ ７ は 、 第 ３ リ ビ ー ラ ー を 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ の 一 端 部
を 全 体 的 に 貫 通 し て 延 在 す る 水 平 軸 線 の 周 り に 移 動 、 回 動 又 は 回 転 可 能 に す る よ う に 構 成
さ れ る 。 特 に 、 第 ３ リ ビ ー ラ ー ２ ６ は 、 図 ３ に 示 す 、 隠 さ れ た 位 置 か ら 、 図 １ に 示 す 顕 示
さ れ 、 露 出 さ れ 、 あ る い は 隠 さ れ て い な い 位 置 ま で 移 動 可 能 す な わ ち 回 転 可 能 で あ る 。 第
３ リ ビ ー ラ ー ２ ６ が 隠 さ れ た 位 置 か ら 顕 示 位 置 ま で 及 び 顕 示 位 置 か ら 隠 さ れ た 位 置 ま で 移
動 し 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ３ リ ビ ー ラ ー ２ ６ は 、 図 １ に 示 す よ う な 画 像 を 具 備 す る 少 な く と も
１ つ の 表 面 を 含 む 。 第 ３ リ ビ ー ラ ー が 図 ３ に 示 す よ う な 隠 れ た 位 置 に あ る 場 合 、 該 第 ３ リ
ビ ー ラ ー ２ ６ （ す な わ ち 、 小 像 の 脚 ） は 見 え な い よ う に さ れ る か 隠 さ れ る 。 そ の 後 、 第 ３
リ ビ ー ラ ー は 支 持 部 ２ ２ か ら 図 １ に 示 す よ う な 顕 示 位 置 ま で 遠 ざ か る よ う に 移 動 、 回 動 、
あ る い は 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 第 ３ リ ビ ー ラ ー は 、 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ の 頂 面 ２ ８ の 寸 法 及 び 形 状 に 相 当 す る
受 容 器 で あ る 凹 表 面 ３ ０ を 含 む 。 第 １ 可 動 部 材 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 互 い に 図 ４ に 示 す 閉 位
置 ま で 移 動 す る 時 、 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ６ の 頂 面 ２ ８ は 受 容 器 ３ ０ 内 に ぴ っ た り と 入 る 。 頂
面 ２ ８ 及 び 受 容 器 ３ ０ の 噛 合 い 係 合 は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 互 い に 閉 じ る こ と を 可 能
に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 支 持 部 ２ ２ 及 び 第 ３ リ ビ ー ラ ー ２ ６ （ す な わ ち 、 小 像 の 脚 ） は 協 働 又 は 共 同 し て 、 第 ２
可 動 部 材 １ ４ の 内 側 表 面 に 連 結 さ れ た 小 像 の 下 部 又 は 底 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 従 っ て 、 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 内 側 表 面 に 連 結 さ れ た 小 像 の 上 部 と 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ の
内 側 表 面 に 連 結 さ れ た 小 像 の 下 部 と 、 は 協 働 し て 変 形 可 能 な 玩 具 １ ０ の 小 像 を 構 成 す る 。
何 れ か の 適 切 な 絵 、 小 像 、 形 状 構 成 、 文 字 、 あ る い は 何 れ か 他 の 適 切 な 物 体 が 第 １ 及 び 第
２ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 構 成 又 は 連 結 し 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 玩 具 １ ０ は 錠 止 部 材 又 は 錠 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 錠 は 、 第 １ 及 び 第 ２
可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ 、 か つ 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 閉 位 置 に あ る 時 に 、
該 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 を 解 放 可 能 に 共 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 何 れ か 適 切 な 錠 、
ラ ッ チ 又 は 固 定 部 材 が 第 １ 及 び ／ 又 は 第 ２ 可 動 部 材 に 取 り 付 け 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ
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る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 各 々 が 立 方 体 又 は 全 体 的 に 正 方 形 状 を 有 す る 第 １ 可 動 部 材 １ ０ ２ 及
び 第 ２ 可 動 部 材 １ ０ ４ を 変 形 可 能 な 玩 具 １ ０ ０ が 含 む 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 が 図 示 さ れ
て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ リ ビ ー ラ ー １ ０ ６ は 、 第 １ 可 動 部 材 １ ０ ２ に 回 転 可 能 に
取 り 付 け ら れ 、 か つ 本 体 １ ０ ８ に 隣 接 し て い る 。 玩 具 は 、 腕 と し て 構 成 さ れ た １ 対 の 第 ２
リ ビ ー ラ ー １ １ ４ を 含 む 。 連 結 器 １ １ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 １ ０ ２ 及 び １ ０ ４ の 各
々 の 一 端 部 の そ れ ぞ れ に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 一 対 の 脚 と し て 形 成 さ れ た 支 持 部 １
１ ２ は 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ０ ４ の 内 側 表 面 に 連 結 さ れ る 。 脚 と し て 形 成 さ れ た 第 ３ リ ビ ー ラ
ー １ １ ６ は 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ０ ４ に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ る 。 第 １ 可 動 部 材 及 び 第 ２ 可 動 部
材 を 何 れ か の 適 切 な 形 状 又 は 形 状 構 成 と し 得 る も の で あ り 、 か つ 何 れ か 適 切 な 寸 法 を 有 し
得 る も の と す る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 作 用
図 １ ～ 図 ４ を 参 照 す る と 、 一 実 施 形 態 で は 、 変 形 可 能 な 玩 具 １ ０ は 、 玩 具 の 内 側 表 面 に 取
り 付 け ら れ た 小 像 の よ う な 物 体 を 顕 示 又 は 隠 す た め に 全 体 的 に 開 閉 す る 。 最 初 に 、 玩 具 の
第 １ 可 動 部 材 １ ２ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ は 連 結 器 ２ ０ の 周 り で 互 い に 近 づ く よ う に 図 ４ に
示 す よ う な 閉 位 置 ま で 移 動 す な わ ち 回 動 す る 。 閉 位 置 で は 、 玩 具 １ ０ は 、 転 が り 、 弾 み 、
動 か し 、 あ る い は ス ピ ン を 付 け 得 る 球 又 は ボ ー ル を 構 成 す る 。 こ の 様 に し て 、 玩 具 １ ０ は
ビ ー 玉 遊 び 又 は 何 れ か 他 の 適 切 な ゲ ー ム を す る た め に 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 玩 具 内 部 の 小 像 を 顕 示 す る た め に 変 形 可 能 な 玩 具 １ ０ を 開 く た め に 、 使 用 者 は 第 １ 及 び
第 ２ 可 動 部 材 １ ２ 及 び １ ４ を そ れ ぞ れ 分 離 す る か 、 引 っ 張 る か 、 あ る い は 第 １ 及 び 第 ２ 可
動 部 材 を 押 圧 す る 。 使 用 者 は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 実 質 的 に 遠 ざ か っ た 図 １ に 示 す 開
位 置 に く る ま で 、 連 結 器 ２ ０ の 周 り で 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 を 移 動 す な わ ち 回 動 さ せ る 。
開 位 置 で は 、 第 １ 可 動 部 材 １ ２ は 、 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ に 隣 接 し 且 つ 該 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ よ
り 上 に 位 置 す る 。 こ の 位 置 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 は 図 １ に 図 示 す る の と
全 体 的 に 同 一 な 方 向 に 面 す る か 又 は 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 変 形 可 能 な 玩 具 １ ０ が 開 位 置 に あ る 時 、 使 用 者 は 小 像 の 第 １ リ ビ ー ラ ー で あ る 頭 部 １ ６
を 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 内 側 表 面 １ ２ か ら 上 向 き に 遠 ざ け る よ う に 移 動 す な わ ち 回 転 さ せ る
。 頭 部 の 一 表 面 に 含 ま れ た 顔 が 図 １ に 示 す よ う に 該 頭 部 か ら 外 向 き に 面 す る か 、 あ る い は
実 質 的 に 視 認 し 得 る ま で 、 頭 部 は 上 向 き に 移 動 又 は 回 転 す る 。 使 用 者 は 、 こ の 時 、 第 ２ リ
ビ ー ラ ー で あ る 腕 ２ ４ の １ つ 以 上 を 、 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 内 側 表 面 か ら 図 １ に 示 す 延 長 位
置 ま で 移 動 さ せ る 。 腕 ２ ４ は 、 本 体 １ ８ に 対 し て 上 向 き 又 は 下 向 き に 何 れ か 適 切 な 単 数 又
は 複 数 の 位 置 ま で 独 立 し て 移 動 し 得 る 。 脚 部 分 の 底 部 表 面 が 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ の 内 側 表 面
に 対 し て 横 方 向 す な わ ち 長 手 方 向 に 直 角 に な る ま で 、 使 用 者 は 、 こ の 時 、 第 ３ リ ビ ー ラ ー
で あ る 小 像 ２ ６ の 脚 部 分 を 移 動 す な わ ち 回 転 さ せ る 。 脚 部 分 ２ ６ の 底 部 表 面 は 、 玩 具 １ ０
を テ ー ブ ル タ ッ プ の よ う な 平 坦 な 表 面 上 で 直 立 す る こ と を 可 能 に す る た め に 実 質 的 に 平 ら
す な わ ち 平 坦 で あ る 。 リ ビ ー ラ ー 部 材 で あ る リ ビ ー ラ ー の 全 て が 隠 さ れ た 位 置 か ら 顕 示 さ
れ る か 又 は 移 動 さ れ た 後 で 、 玩 具 １ ０ は 作 動 文 字 又 は 他 の 適 切 な 文 字 の よ う な 移 動 可 能 な
字 又 は 小 像 と し て 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 玩 具 １ ０ を 閉 位 置 ま で 戻 す た め に 、 使 用 者 は 脚 ２ ６ を 支 持 部 ２ ２ に 向 け て 上 向 き に 移 動
す な わ ち 回 動 さ せ 、 腕 を 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 内 側 表 面 に 向 け て 内 向 き に 移 動 す な わ ち 回 動
さ せ 、 頭 部 １ ６ を 、 図 ３ の 矢 印 で 全 体 的 に 示 す よ う な 第 １ 可 動 部 材 の 内 側 表 面 に 向 け て 下
向 き に 移 動 す な わ ち 回 動 さ せ る 。 特 に 、 脚 ２ ６ は 、 図 ４ に 示 す よ う な 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ の
丸 み の あ る 外 側 表 面 に 相 当 す る 丸 み の あ る 表 面 を 顕 示 す る た め に 回 動 す る 。 さ ら に 、 受 容
器 ３ ０ は 頭 部 １ ６ の 頂 面 ２ ８ に 係 合 す る よ う に 位 置 づ け ら れ る 。 腕 ２ ４ は 内 向 き に 回 動 し
て 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 を 共 に 閉 じ る こ と を 可 能 に す る よ う に 、 対 応 す る 開 放 空 間 で あ
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る 第 ２ 可 動 部 材 １ ４ に よ っ て 画 成 さ れ る 受 容 領 域 ２ ９ 内 に ぴ っ た り と 嵌 ま る 。 頭 部 １ ６ は
顔 を 隠 し 、 か つ 頭 部 １ ６ の 丸 み の あ る 外 側 表 面 を 第 １ 可 動 部 材 １ ２ の 丸 み の あ る 外 側 表 面
と 整 合 さ せ る よ う に 移 動 す な わ ち 回 動 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 が 図 ４ に 示 す 閉 位 置 ま
で 互 い に 実 質 的 に 隣 接 す る ま で 、 使 用 者 は 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 を 連 結 器 ２ ０ の 周 り で 互
い に 近 づ く よ う に 移 動 す な わ ち 回 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 変 形 可 能 な 玩 具 １ ０ は 、 こ の 玩 具 １ ０ が 閉 位 置 ま で 回 動 し て ボ ー
ル と し て 使 用 し 得 る た め 、 こ う し た 子 供 の 使 用 者 に わ く わ く す る よ う な 興 奮 と 楽 し み を 与
え る 。 玩 具 １ ０ は 直 立 し 、 か つ ア ク シ ョ ン フ ィ ギ ュ ア 又 は 装 飾 デ ィ ス プ レ イ と し て 使 用 し
得 る 画 像 又 は 小 像 を 顕 示 す る た め に 開 放 し 得 る 。 小 像 が 何 れ か 適 切 な 小 像 と し 得 る も の で
あ り 、 か つ 何 れ か 適 切 な 寸 法 、 画 像 、 顔 、 あ る い は 形 状 を 有 し 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ
る 。 さ ら に 、 可 動 部 材 、 リ ビ ー ラ ー 、 本 体 、 支 持 部 あ る い は 何 れ か 他 の 適 切 な 構 成 要 素 の
形 状 及 び 寸 法 は 、 任 意 の 適 切 な 寸 法 、 形 状 又 は 形 状 構 成 と し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 し た 玩 具 は １ つ 以 上 の 顕 示 部 材 で あ る リ ビ ー ラ ー を 含 む が 、 こ の 玩 具 は リ ビ ー ラ ー
を 含 ま な い か （ す な わ ち 、 画 像 又 は 他 の 物 体 が 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 部 材 の 少 な く と も １ つ
の 内 側 表 面 に 形 成 さ れ る ） 、 １ つ の リ ビ ー ラ ー 又 は 複 数 の リ ビ ー ラ ー を 含 み 得 る も の と し
得 る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 願 明 細 書 に 記 述 し た 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 対 す る 種 々 の 変 形 及 び 変 更 が 当 業 者
に は 自 明 で あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 こ う し た 変 形 及 び 変 更 は 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲
か ら 逸 脱 せ ず 、 か つ そ の 意 図 し た 利 便 性 を 減 じ る こ と な く 成 し 得 る 。 従 っ て 、 こ う し た 変
形 及 び 変 更 は 添 付 の 特 許 請 求 の 請 求 項 に よ っ て 網 羅 さ れ る こ と を 意 図 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 開 位 置 に あ る 変 形 可 能 な 玩 具 を 図 示 す る 本 発 明 の 変 形 可 能 な 玩 具 の 一 実 施 形 態 の
拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 形 態 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 異 な る リ ビ ー ラ ー の 動 き を 示 す 図 １ の 実 施 形 態 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 閉 位 置 に あ る 変 形 可 能 な 玩 具 を 図 示 す る 図 １ の 実 施 形 態 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 変 形 可 能 な 玩 具 の 別 の 実 施 形 態 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ０ 　 玩 具
　 １ ２ 　 第 １ 可 動 部 材
　 １ ３ 　 表 示 部 材
　 １ ４ 　 第 ２ 可 動 部 材
　 １ ６ 　 第 １ リ ビ ー ラ ー
　 １ ７ 、 ２ ７ 　 回 動 ピ ン
　 １ ８ 　 本 体
　 ２ ０ 　 連 結 器
　 ２ ２ 　 支 持 部
　 ２ ４ 　 第 ２ リ ビ ー ラ ー
　 ２ ６ 　 第 ３ リ ビ ー ラ ー
　 ２ ８ 　 頂 面
　 ２ ９ 　 受 容 領 域
　 ３ ０ 　 受 容 器
　 １ ０ ０ 　 変 形 可 能 な 玩 具
　 １ ０ ２ 　 第 １ 可 動 部 材
　 １ ０ ４ 　 第 ２ 可 動 部 材
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　 １ ０ ６ 　 第 １ リ ビ ー ラ ー
　 １ ０ ８ 　 本 体
　 １ １ ０ 　 連 結 器
　 １ １ ２ 　 支 持 部
　 １ １ ４ 　 第 ２ リ ビ ー ラ ー
　 １ １ ６ 　 第 ３ リ ビ ー ラ ー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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